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学校番号 3016 

令和５年度 工業科（電気系） 

教科 工業 科目 電力技術Ａ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 電力技術１ （実教出版） 

副教材等 プリント 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

①電気系業界の第一線で活躍できる、高度な電気技術者を育成する。 

②電気系資格試験の問題集を平易に解説し、電気計算の応用力を涵養させる。 

③電気系産業の最先端技術を常に意識し、産業界に即応できる電気技術者を育成する 

④電気の省エネ・高効率社会において、電気関係の法令を順守し、電気関係の損失の抑止、縮減、 

防止方法を常に意識させる。さらに、最先端技術構築方法を考察させ、社会貢献できる人材を育 

成する。 

⑤電気系資格の認定校にふさわしい電気技術・知識を、体得・習得させる。 

⑥「問題点を推論→情報収集→結果を予想→解決方法を精査、模擬推論→一次解決→解決結果を評価

→考察→改善→解決」に関し、RMPDCA 手法を確立させる。そのため、能動的・積極的に授業に取り

組むこと。 

⑦自主的・協調的な学習への取り組みと、教員からの指示に適切に対応できる社会性を要求する。 

 

２ 学習の到達目標 

①電気エネルギーを供給する発電（新エネルギーを含む）技術と、これらに使用されている電力施 

設・設備の取り扱い、電力運用の基礎的な技術を理解させ、実際に活用する能力を育てる。 

②電力の発電に関して必要な電気事業法をはじめ、その他の法規についても理解させ、活用できる 

能力を育てる。 

③エネルギー資源の有効利用や省エネルギーの観点から、各種の新しい発電方式のしくみや、効率 

の向上などについても理解を深めさせる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観点 a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・発電および電気関

係法規など電気エ

ネルギーの供給に

興味をもち、積極的

に学習に取り組む

とともに、技術者と

しての態度を身に

つける。 

・電気基礎、電気実習

や電気製図で習得し

た関連知識や技能を

生かし、電力技術につ

いて発展的に思考・考

察し、導き出した考え

を的確に表現するこ

とができる。 

・実験機械・器具・計測器

の機能を正確に理解し、取

り扱うことができる。 

・測定データの処理が正し

くでき、結果を的確に書き

表すことができる。 

・電力技術に関する技能の

習得ができる。 

・電力技術に関する事象

について、技術の関連性

があることを理解できる。           

・種々の電気事象に対し

て適切な考えをすることが

できる。 

・各種の公式の意味を理

解し、正しい計算ができ

る。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノート、プリント 

授業態度、出席状況 

考査、提出物、発表 

レポート、忘れ物 

意欲、小テスト 

自主・協調・積極性 

その他適切な評価 

学習状況の観察 

ノート、プリント 

授業態度、出席状況 

考査、提出物、発表 

レポート、忘れ物 

意欲、小テスト 

自主・協調・積極性 

その他適切な評価 

学習状況の観察 

ノート、プリント 

授業態度、出席状況 

考査、提出物、発表 

レポート、忘れ物 

意欲、小テスト 

自主・協調・積極性 

その他適切な評価 

学習状況の観察 

ノート、プリント 

授業態度、出席状況 

考査、提出物、発表 

レポート、忘れ物 

意欲、小テスト 

自主・協調・積極性 

その他適切な評価 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c ｄ 

１
学
期 

発
電 

１節 エネルギー資源と電力 

２節 水力発電 

  

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

a水力発電の種類、水車の種類、

水力発電所などに関心をもち、

意欲的な態度で学習に取り組

むことができる。 

b 日負荷曲線より、水力発電が

担っている役割について正し

く表現できる。 

cベルヌーイの定理の関係式を

用いた計算ができる。各種水車

の特徴より、適用落差に応じて

水車の種別を選択できる。 

ｄ水力発電所の出力、揚水に必

要な電力量、比速度、効率など

の諸計算が確実にできる。 

定期考査 

ノート 

授業態度、

出席状況 

発表 

忘れ物 

意欲 

積極性 

小テスト 

 

２
学
期 

 

発
電 

３節 火力発電 

４節 原子力発電                  

  

○ 

○ 

○

○ 

○ 

○ 

○

○ 

a 蒸気のする仕事、火力発電所

の設備、熱サイクルと熱効率、

省エネルギー対策などに関心

をもち、意欲的な態度で学習に

取り組むことができる。原子エ

ネルギー、原子力発電などに関

心をもち、意欲的な態度で学習

に取り組むことができる。 

b火力発電の諸設備とその機能

について考察できる。 

・省エネおよび環境対策が重要

であることを発表できる。 

・原子力発電の安全な運転につ

いて的確に説明ができる。 

cコンバインドサイクル発電や

コージェネレーション発電が

省エネルギー対策に有効であ

ることを理解している。 

ｄ発電所の各種の施設・設備の

名称とその機能が理解できて

いる。 

定期考査 

ノート 

授業態度、

出席状況 

発表 

忘れ物 

意欲 

積極性 

小テスト 
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３
学
期 

発
電 
 

電
力
発
展 

 
 ５節 新しい発電方式 

 

自動制御 

省ｴﾈﾙｷﾞ―技術 

電力応用 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

a エネルギー資源に関心をも

ち、その活用法についての学習

に取り組むことができる。 

b 新しい発電方式として、太陽

光発電、風力発電、地熱発電な

どの開発を進めている現状に

ついて的確に表現できる。 

C 新しい発電方式のうち、実

験用ソーラパネルの発電実験

方法を習得している。 

各種制御方式の理解。 

ｄ新しい発電方式の種類、およ

びそれぞれの発電設備の特徴

を理解している。 

電力の有効利用を理解してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期考査 

ノート 

授業態度、

出席状況 

発表 

忘れ物 

意欲 

積極性 

小テスト 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 
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